
生徒が主体的・対話的に課題を発見し、その課題を科学的に探究していく「探究」が、注目されています。
教育出版の「自然の探究 中学理科」では、探究の進め方を丁寧に表現し、自然に探究的な授業ができるよう
に、表現を工夫しています。探究的な授業をする上で、教科書を使うポイントを、みていきましょう。

令和７年度版

中学理科
内容解説資料
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これでできる！

ある日の職員室
研究授業の発表者か。
転任校で初の晴れ舞台、
気を引き締めていかないと。

「探究的な学習」が
テーマなんだけど、
なんだか難しい
イメージがあって…
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「探究的な学習」の授業、
どうやって組み立てたら
よいのかな？

今度の研究授業の組み立てを
考えていまして。「探究的な学習」は、
これまで、あまり意識して
いなかったものですから…。

なるほど。
私も最初は不安でしたよ。
いろいろと試行錯誤も
しましたが、

実はよい教科書
があるんですよね、
宮山先生。

そう！この教科書、
「探究的な学習」の部分に
いろいろな工夫があるの。
授業を組み立てるときの
参考になるよ！

田中先生、何か、お考えごとですか？
よかったら、お話を伺いますよ。
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この地区では教育出版の
教科書を使用しているのでしたね。
初めて手に取る教科書です。
教科書はどれも同じでは
ないのですか？

例えば、この折り込み。「探究の進め方」の
フローチャートになっていて、
折り込みを開くと、どこのページからでも
「探究の進め方」を参照できるの。他にも……

次の日の授業で 導入の時間の
ポイントは……

話し合いで、自分の考えた
仮説をより深めることが
できるね。

次ページから具体的な工夫を
徹底解説！

自分たちで設定した
課題だから、もっと
調べていきたくなるね。



探究の
進め方
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1  「疑問から探究してみよう」 5  「仮説」」
探究的な学習に取り組みやすいところにマークをつけ、
限られた授業時数の中で無理なく取り組めるようにしてい
ます。

生活経験や既習の学習内容などを根拠に、課題に正対し
た仮説を立てる場面を表現しています。

2  「疑問を見つける」」
提示した事物や事象（本ページでは、図４）に対して生
じる生徒の疑問をもとに課題を設定する場面を表現し、生
徒が主体的に課題をつくれるようにしています。

6  「思い出そう」」
生徒が考えるときに、参考となる既習の学習内容（本ペー

ジでは、小５と小６の内容）を示し、根拠をもった仮説を
立てられるようにしています。

3  「先生キャラクター」 7  「計画」」
ヒントを助言する教師のセリフを表現し、生徒が自らの
考えをつくりやすいようにしています。

仮説を検証するために行う、観察や実験の計画を立てる
場面を表現しています。

4  「課題」
生徒の疑問をもとに設定した課題を囲みと色地で目だた
せています。

8  「生徒キャラクター」
仲間との対話を通して、自分の考えを深め、探究を進め

ていく生徒の姿を表現しています。
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9  「指示」」 

10  「目的」 

11  「準備」」 

12  「方法」 

13  「注意」 

14  「結果」 

15  「考察」 

16  「研究」 

「室内換気」「廃液処理」「保護眼鏡」の三つのマークが
あり、観察・実験中に気をつけなければいけない要素をわ
かりやすく示しています。

観察・実験などでは、調べることとその目的を明確にし
ています。

必要な物を一覧に示し、チェックがしやすいようにして
います。

手順をいくつかのステップに分け、詳しくかつ、わかり
やすく表現しています。

安全に観察・実験を行うために、その手順で特に注意す
べきことを示しています。危険で絶対にしてはいけないこ
とがある場合には、禁止マークをつけています。

結果を記録する際に参考となる、記録用の表や方眼紙な
どを充実させています。

考察を支援し、論理的に考えて結論を導くことができる
ように構成しています。

観察・実験に関連して、さらに深められるような研究の
テーマを紹介しています。
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1  「私のレポート」
主体的な学びを支え、思考力・表現力を育成できるよう
に、レポートの例を掲載しています。

2  「結論」
結果の考察をもとに導き出した結論を、課題に正対する
ように表現しています。結論を示すことで、探究の過程を
ふり返るのに役立ちます。

3  「重要用語」
重要用語は色付きの太字で、読み違えることがないよう

に、振り仮名をつけています。

ほかにも、「探究的な学習」  のために、表現を工夫しています。

調べよう考えよう 演習
しよう

話し
合おう

計算
しよう

活用
しよう

考えよう／調べよう／演習しよう など
課題の解決に向けて、話し合ったり考えたり、調べたり
する場面を設定しています。

ハローサイエンス
学習したことを広げたり、身近な科学の話題について

学習したりできるコラムを随所に掲載しています。
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4  「学習前の私、学習後の私」
学習前の素朴な疑問と、学習後に考える投げかけを示し、

生徒が自分の成長を実感できるように工夫しています。

編集部では、教科書以外にも、理科の授業で使えるさまざまなコンテンツを Web ページで公開しています。

5  「要点をチェック」 
学習したことを章や節の単位で振り返ってまとめられる

ように表現しています。まなびリンクでは、フラッシュカー
ド形式で、確かめることもできます。

もっと知りたい
章の導入と章末のまとめ章の導入と章末のまとめ

　授業をサポートするデジタルコンテンツのご紹介　授業をサポートするデジタルコンテンツのご紹介

観察・実験などで、探究の進め方にそって、
学んだことを整理できるワークシートです。

※上の二次元コードは令和３年度版教科書に対応したコンテンツへのリンクです。令和７年度版教科書に対応したものは供給にあわせて公開予定です。

観察・実験ワークシート
要点や重要用語をまとめたり、問題演習が
できるワークシートです。

理科ワークシート
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https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/
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新しい教科書の特設サイトは、
こちらから！

研究授業当日

教育出版の教科書を
参考にすれば、
「探究的な学習」で、
生徒の力を
伸ばしていける!!


